
紅藻ニセカレキグサ及びアカバに於ける

雌性生殖器官の発達について

三上日出夫*

H. MlKAMI: On the development of the female organs of 
Farlowi，αirregularis YAMADA and 
NeoduseαYendoαnαTOKlDA 

1. Farlow抱 Il・regulari8YAMADAについて

ニセカレキグサは 1933年， 北大厚岸臨海実験所附近に於いて初めて採

集され，山同教授により Farlowiairregularis YAMADAと命名された。こ

れは Farlowiaが日本に産することが知られた最初の報告である。ところが

その際得られた楳品はすべて未成熟体のみであり，従ってその生殖器官を観

察することは全くできなかった。その後，本種は北海道の他の場所，例えば

北見知床，枝幸，樺太及び千島列島等からも採集されたが，これまた何れも

未成熟体のみであった。以上のように成熟体が仲々得られなかった理由とし

て， 本穫は 10月下匂頃より真冬にかけて成熟期に達すると考えられるから

である。一方私の知り得た限りに於いては Farlowiaに所属する外国産の極

としては，次の三種を挙げることができる。日¥lち何れも北米西海岸に産する

F. comρressa J. G. AG.， F. crassa J. G. AG.，及び F.mollis (HARVEY et 

BAILEY) F ARLOW et SETCHELLがそれである。さて Farlowiaは Cryptone-

miales中のリヲモシソク科 (Dumontiac泡ae)に属し，その特徴として

i) 助細胞は受精以前に既に存在し，特殊の副校として形成されること

ii) 擬助細胞 (sterileAuxiliarzelle)が存すること

iii) 造果器をそなえたカノレポゴシ校と助細胞をそなえた助細胞枝とは互し、

に離れて存する

などの諸点を挙げることができるω Farlowiaの雌性出官が Dumontiaceae

の特徴を示しているということに関しては既に SCHMITZ及 HAUPTFLEISCH

(1896-1897)が簡単にそれにふれている。 しかしー且受精したカノレポゴシが

その後どのような経過で果胞子を形成するに至るかという問題については，

今日迄全く記載報告がなされていない。 筆者は 1951年10月20日北海道日

後私幌南高等学校
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高国様似村字幌満附近に於いて，幸運にも本種の完熟体を採集することがで

きたので，その発達過程を追求することができた。その研究結果を発表する

に当り，終始街]懇切な指導を賜わった恩師山田教授に対し，ここに記して深

い感謝の;琶を表する次第である。

a. 受精以前のカノレポゴシ校について

カノレポゴシ校は Dumontiaの場合の如く髄糸からではなく， 皮層の最

も内側の細胞より髄に向かうて形成され， 8-10 (-12)箇の細胞よりなり一

般にカノレポゴシより数えて第4番目の細胞が最大で 5番目のものがそれに

次ぐ大きさをもっている。一方本種のカノレポゴシ校は体表に向かつてかなり

強く屈曲する場合が多く，その為カJレポゴシはカノレポゴシ枝の第4番目の大

形細胞(擬助細胞)と接近して位置する如くなる(第1図.A， B).。カノレポゴ

シより出る受精毛は極めて長く，カノレポゴシに近いところで数回屈曲する場

合が多い。

b. 助細胞校について

カノレポゴシ校と同じく助細胞校もまた皮層の最も内部より髄に向かつて

多数形成され約10-14簡の細胞よりなり， その基部細胞より小枝を派生す

ることは稀であり，体表に向かつて鈎状に屈曲している。助細胞校にあって

は体が成熟期に達するにつれて，一般にその先端の細胞が慣に内容を得て最

大となり，先端より数えて第3番目のものがそれに次ぐ大きさを示すように

なる。普通の場合先端より第2番目の細胞が真正の助細胞 (Auxiliarzelle)と

なりその形は殆んど矩形状を呈し， 普通之に隣接する両細胞(先端細胞及び

第3番目の細胞)より小形である(第1図.F， G， H)。 しかし，稀には先端

より第3番目の細胞が助細胞となるのが観察された。

C. 受精後におけるカノレポゴシ枝の発達

受精したカノレポゴシの内容と擬助細胞との結合状況については， 1図，C，

D， Eの如くかなり明瞭に観察することができた。 即ち受精を終えたと見ら

れるカノレポゴシからは，棒状の小突起を生じ，それを介して擬助細胞と結合

する。するとやがて擬助細胞の内容は前方に出て 1箇のかなり大きな癒合

細胞が形成される。 つづいて癒合細胞からは2-3条の有節の連絡糸 (Ver-

bindungsfaden)が発出される (1図.E)。このようにして出された辿格糸は

やがて髄糸の聞を通り助細胞校に向かつてや¥1長する。

d. 虫絡糸と助細胞の結合及び果胞子形成
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連絡糸は 1図， Hに示した如く遂に助杭胞校の先端より数えて第2番目

に位置する助細胞と結合する。前述の如く稀に3番目の細胞が助細胞となる

場合も見受けられたが，しかしその場合に於いては助細胞枝の先端の細胞が

吏に外側に向かって余分に1四分裂を起したためのように思われる。連絡糸

との結合を終った助細胞は急速に一方の側に生長しはじめ， やがて Goni-

moblastを発出し， Gonimoblastの各細胞は巣胞子となっていく。果胞子の

集団は始めは屈曲した助細胞校の内側に抱かれる如く存するが，やがて助細

胞枝全体を覆う彊果となり，皮層と髄層との中聞に1図， Kの如く位置する

ようになる。

2. Neodil8ea Yendoana TOKIDAについて

次に同じく Dumρntiaceaeに属するアカパの場合について簡単にのベ

る。アカパは我国殊に北海道近海には板めて普通に，しかも多量に見られる

紅藻の一つであり， 1909年故遠藤博士により欧州産 Dilseaedulis STACKH. 

に同定されて以米，畏らくこの学名が用いられてきた。 ところが1942年に

なって時国教授が詳細に豆りそれの研究を行なった結果，その四分胞子形成

及び其の他の性質について欧州産 Dilseaとは全く異なるものであるとの見

解を発表され，更にアカパを基にして Dumontiaceaeの中に新属 Neodils却

を設け，N. Yendoana TOKIDA と命名されるに至り今日に及んでいる。時

田博士の論文に於いては，アカパのカノレポゴシ枝並びに助細胞校の状態，及

び完成された褒果に関しては詳細に記述されている.しかし最も興味ある点

と思われる受精後に於けるカルポゴシと擬助細胞との結合，連絡糸の発出，

助細胞枝における助細胞の位置等に関しでは記述されていない。以上の諸点、

を明らかにする為， 1952年9月採集の日高産アカパを材料として得られた観

察結果につき次に略記する。

a. 受精以前のカJレポゴシ枝について

本租のカノレポゴシ枝の構造については時田教授 (1942)により記載され

たものと全く同様である。 即ち，N. YendoanaのカJレポゴシ枝を前述の

Farlowia irregularisのそれと比較すると次の諸点に於いて一致が見られ

る。

i) カルポゴ γ校は皮層の内部より髄l乙向かって出来てくる

ii) 先端よりt114許日の細胞が最大となり後に擬助細胞となる
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iii) 体の表面に向かってかなり屈曲している

しかし，本種のカノレポゴシ枝はその基部に近い細胞から小枝をしきりに派生

する傾向が強<， この点に於いて F.irregularis からいささか 511~. なってい

るといえる。

b. 助細胞岐について

時国教授により記載された如く，助細胞校もまたカノレポゴシ枝と同様，

内部の皮層細胞より髄部に向かって多数形成され， 10 ii昔前後の車111胞よりな

る。若い時期の助細胞校の細胞は殆んど同じ大きさをもっているが，成熟に

達するにつれて最先端及び先端より数えて第3番目の細胞が著しく肥大し始

め，先端より第2許日の細胞が真正の助細胞となる。この点 F.irregularis 

と頗る頬似している。しかし助細胞の形が矩形状というよりは西洋梨形又は

球形乃至楕円形に近く，更にその位買は隣接する調11胞よりみて幾分突出する

傾向をもっ点及び，助細胞枝の基部細胞は通常長側の小1立を偏成する}，IJ~等に

より F.irregularisとは相違している (2阿.G， J)。

c. 受精後のカノレポゴγ校の発達

受精を終ったカノレポゴ γと擬助制1胞とのがi合については2関， Cの如く

観察することができた。即ち，受精したカノレポゴγの内容はそのままカ Jレポ

ゴシ枝の先端より数えて第4番目に位置する擬助細胞と結合する。 2閲， D

は癒、合細胞より出された有節の3本の述絡糸 (c)を示したものである。

d. 連絡糸と助細胞の結合及び果胞子形成

連絡糸と助細胞との結合については2図， 1， Jの如く明らかに観察する

ことができた。尚，述絡糸は一旦助細胞と結合してから次いで再ぴ仲長して

他の助細胞に向うと思われる場合も見られた。述絡糸との結合を終えた助制i

胞は一方の側に不規則に肥大して，やがてそれから造胞糸が各方向に出され，

造胞糸の各細胞は果胞子となる. 2岡， 1， Jはその若い造胞糸を示したもの

である。このようにして袈巣は髄の中にでき，単独或いは不規則な団塊をな

して形成される。

総括

以上の2積につき比較検討するとき，相互に頗るよく類似しているとい

える。閉じく Dumontiaceaeに属する Dudresnaya属にあっては擬助細胞

は2筒存することが知られ，カノレポゴシ校及び助細胞校は中和11細胞又はそれ
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より発したl愉1'.紋に形成される。 しかし一方 Farlowia及び Neodilseaに

あってはliii述の如く擬助細胞は共に1箇であり，カノレポゴシ校及び助細胞伎

は内部の皮層細胞よりできてくる。その上助細胞の位置に関しても，Farlo司

ω仰と Neodilseaとは共に助*111胞校の先端より第2番目の細胞であり， 興

味ある類似を示している。

Summary 

The developments of the female organs of Farlowi，αirregulαris and Neo・
dilseαY酎ldoanαcollectedat Samani in Hokkaido are studied. The results 
of our ob田 rvationsare summarized as follows. 
Farloω4α irre，qularis YAMADA 
1. The carpogone and the auxiliary cell are developed in the separate 

bran巴hes. Both the carpogonial bran巴hesand the auxiliary cell branches ori-
ginate from the inner cortex， which are about 8-14-celled. 
2. .The carpogonium joins with the fourth cell from the top of the car-

pogonial branch to form a fusion cell by means of a certain protuberance 
iS3ued from itself after fertilization. 
3. The auxiliary巴ellis developed generally as the second one from the 

top of the auxiliary cell bran巴h.
NeodilseαYendoanαTOKIDA 
The female reproductive organs of the present species are essentially like 
the Farloωfα irregularis， except the tendency of producing branchlets on one 
side of the auxiliary cell branch. 
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第1図

A，B. 受精前のカ Jレポゴン校， x 370 
C， D. 受精後カ Jレポゴンより小突起を生ず， x 550 
E. 癒合細胞より連絡糸(c)を発出す， x 550 
F， G. 助細胞枝の発達， F図 x370， G図 x550 
H. 連絡糸と良正助細胞 (a)との結合， x 370 

1， J， K. 助細胞より造胞糸を生ず 1図 x550， J， K 図 x370 
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G 

第2図 NeoduseαYendoαnaTOKIDA 

A. 受精前のカ Jレポゴン校， x 367 
B， C. 受精後のカ Jレポゴンと擬助細胞との結合， x 367 
D. 癒合細胞より連絡糸(c)を発出す， x 367 
E. 若い助細胞枝， x 367 
F， G，H. 助細胞枝の発達， x 367 
1， J. 連絡糸と真正助細胞 (a)との結合及び造胞糸の発出， x 367 
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